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問題 

創造的思考は新しいアイディアを生み出す思

考の様式である。創造的思考の認知モデルには，

認知資源との関連を想定したものがある  (e.g., 

Mumford et al., 1991)。このモデルでは，創造的思

考には認知資源が必要であると考えられている。

しかしながら，これはあくまでも仮説的なモデル

であり，創造的思考と認知資源との関連を実証し

た研究は未だ存在しない。ゆえに，本研究の目的

は実際に創造的思考に認知資源が必要であるか

を明らかにすることである。この点を解決するた

めに，我々は閉眼効果に着目した。  

閉眼効果とは，目を閉じた状態にて想起が促進

される現象である  (e.g., Perfect et al., 2011)。この

現象は，閉眼によって視覚的な外界情報による干

渉を遮断することができ，認知資源が十分に保持

されるため，記憶の想起成績が高くなることが原

因として挙げられる  (Vredeveldt et al., 2010)。                                            

そこで本研究では閉眼が創造性に与える影響

について検討した。上述のように，閉眼時の方が

開眼時に比べて認知資源の消費を抑えられると

いう (Vredeveldt et al., 2010)。もしも創造的思考に

認知資源が必要であるならば，開眼時よりも閉眼

時の方がより多くの認知資源を費やすことが可

能となり，結果として閉眼時の創造的思考が相対

的に促進されるだろうと予測した。  

方法 

実験参加者  大学生 42名が実験に参加した (男性

30 名，女性 12 名，平均年齢 19.00 歳)。参加者は

閉眼条件  (n = 21) もしくは統制条件  (n = 21) に

ランダムに割り当てられた。  

創造性課題及び手続き  新しい米の銘柄名を創出

する課題を実施した  (Yamada & Nagai, 2015)。例

として「クラヒカリ」などの「ヒカリ」で終わる

実在しない米の銘柄名が 5 つ提示された。参加者

は課題の説明を受けた後，1 分間の思考時間を与

えられた。この時，閉眼条件では参加者は目を閉

じながら，統制条件では無意味な図形の動画を見

ながら米の銘柄名について考えた。その後，参加

者は思考時間中に思いついた回答を入力した。  

結果 

 回答について，「ヒカリ」で終わる銘柄名を固定

的な思考によって得られた「収束項目」，それ以外

の銘柄名を柔軟で自由な発想によって得られた

「拡散項目」と定義した。条件ごとの各産出項目

数をクロス表に示す  (Table 1)。条件と項目につい

て χ2検定を行ったところ，有意な偏りが見られた 

(χ2(1, N = 108) = 21.44, p < .001)。したがって，閉

眼条件は収束項目数よりも拡散項目数の方が多

く，拡散項目数は統制条件よりも閉眼条件の方が

多かった。 

Table 1. 各条件における収束項目数と拡散項目数 

  収束項目数 拡散項目数 

閉眼条件 17 41 

統制条件 27 23 

考察 

本研究では，閉眼が創造的思考に与える影響に

ついて検討した。実験の結果，目を閉じて創造的

課題に取り組んだ参加者は，そうでない参加者よ

りも柔軟で自由な発想をしていた。閉眼は外界情

報による干渉を遮断し，認知資源の枯渇を防ぐこ

とができると考えられている  (Vredeveldt et al., 

2010)。したがって，本研究の結果は，課題遂行時

に利用可能な認知資源の量にしたがって創造的

思考が変容することを示唆する。本研究は，これ

まで仮説的モデル  (e.g., Mumford et al., 1991) に

て想定されてきた創造的思考と認知資源の関係

性を初めて実証した。 

一方で，閉眼によって外界からの干渉を免れた

ことと，認知資源が保持されたことのどちらが創

造的思考の変容の原因かまでは本研究において

特定できなかった。この点を解決するためには，

外界情報の干渉と認知資源の消費を切り離した

操作を用いた実験による検討が必要である。また，

本研究で用いたアイディア創出に関わる課題だ

けでなく，洞察問題解決能力を測定する遠隔連想

テスト  (e.g., Mendnick, 1962) など様々な創造性

課題を用いて検討を行うことで，閉眼による創造

性の変容がどの範囲まで起こるのかを明らかに

することができるだろう。  
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